
ニュートンの運動方程式（第２法則）
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これが、物体に加えられている力に等しいとするのが第二法則

この式は、力の単位を定義していると考えることができる。
１ｋｇの物体に１m/s2の加速度を生じさせる力を１N（ニュートン）
と定義する。１N＝１kg m/s2

（例題）質量が１kgの物体に働く重力は何N（ニュートン）か？
（答え）手を離すと9.8m/s2で落下するので、F = 1 kg × 9.8m/s2 = 9.8 N = 1kgf(kgw)



大きさのある物体からの重力
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質点（大きさなし）りんごと地球（大きさあり）

（定理）大きさのある物体間に働く重力は、物体の密度分布が球対称ならば
全質量が中心に集まった仮想的な質点の間に働く重力に等しい



地球上の物体に働く重力
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加速度が質量に依らない！
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キャベンディッシュの実験（1797）
地球の質量を量る
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地球の半径Rと重力加速度はわかっ
ているので、万有引力定数Gがわか
れば、地球の質量Mが求められる。
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現在知られているデータキャベンディッシュの実験結果
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「慣性質量」と「重力質量」

• 慣性質量：物体の「動かしにくさ（慣性）」を
表す量。加速度は質量に反比例する。

• 重力質量：他の物体から、その物体に加
わる「重力の大きさ」を表す量。重力は質
量に比例する

実験事実：観測される重力加速度は、物質
の種類や体積に依存しない→慣性質量と
重力質量は比例する

アインシュタインの一般相対性理論では、両
者は同一のものとみなす（等価原理）
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実験結果

物体の質量には色々ある（かもしれない）

今後、この授業でも両者
を区別せずにmと表す。



地上のリンゴと月の落下

Not to scale(縮尺は合ってない)

月の落下

りんごの落下
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撃力近似と積分
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Monkey Hunting
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y軸方向に関する運動方程式



MIT Physics Demo

http://techtv.mit.edu/videos/735-monkey-and-a-gun


